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「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施行規則 

の一部を改正する省令（案）」及び 

「ポリ塩化ビフェニル使用製品からポリ塩化ビフェニルを除去する方法として環境大臣が定める方法 

の一部を改正する件（案）」 

に関する意見募集（パブリックコメント）の実施結果について 

 

 

 

 ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施行規則の一部を改正する省令

（案）及びポリ塩化ビフェニル使用製品からポリ塩化ビフェニルを除去する方法として環境大臣が定め

る方法の一部を改正する件（案）について、令和５年 11 月 30 日（木）から令和５年 12 月 29 日（金）

まで御意見を募集したところ、３件の御意見をいただきました。寄せられた御意見の概要とこれに対す

る考え方は別紙のとおりです。 
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【別紙】 

 

御意見の概要及びこれに対する考え方 

 

御意見の概要 御意見に対する考え方 

○ PCBを含む油の基準値を 0.3mg/lから

0.5mg/lに引き上げようとしているが、なぜ基

準値が緩和されるのか、その理由が示されてい

ない。 

○ 0.5mg/lに緩和した場合の環境影響が考慮

されているのか。 

○ また、CDP洗浄法は PCB洗浄除去の方法の

1つでしかないが、他の処理方法も含めた全て

の基準値が引き上げられるのはなぜか。 

○ 「ポリ塩化ビフェニル使用製品からポリ塩

化ビフェニルを除去する方法として環境大臣が

定める方法」（平成 28年環境省告示第 73号）

により使用中の PCB使用製品から PCBを除去

し、かつ、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な

処理の推進に関する特別措置法施行規則（平成

13年環境省令第 23号）で定める基準に適合す

れば、「環境に影響を及ぼすおそれの少ないも

の」であるとして、PCB使用製品に該当しない

ものとなります。御意見のとおり、製品に封入

されている PCBを含む油について、当該油に含

まれる PCBの量（基準値）を 0.3mg/kg以下か

ら 0.5mg/kg以下に変更しますが、これはポリ

塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関

する特別措置法（平成 13年法律第 65号）に基

づく「環境に影響を及ぼすおそれの少ない廃棄

物の基準」である 0.5mg/kgと整合を図った変

更であり、有識者による検討会においても、こ

のとおり変更することについて問題ないことを

確認しています。よって、今回の省令改正によ

り課電自然循環洗浄の洗浄処理の完了の判定基

準を緩和するものではありません。 

○ PCB使用製品から PCBを除去する方法にお

いては、PCB処理物の基準である 0.5mg/kgを

確実に下回る値を洗浄処理の完了の判定基準と

し、手順書にて設定し運用しております。従前

より運用している課電自然循環洗浄法について

は、「微量 PCB含有電気機器課電自然循環洗浄

実施手順」において、完了の判定基準を

0.3mg/kgに設定しており、引き続き手順に従

って適正に洗浄が実施されると考えています。 

○ 今般意見募集の対象としている CDP洗浄法

については、PCBを製品から洗浄・除去しつ

つ、除去した PCBを化学的に分解する技術であ

○ PCB含有率を 0.3mg/kgから 0.5mg/kgに緩

める理由がまったく判らない。記載されている

背景をいくら読んでも緩める理由が見当たらな

い。 



り、これまで４件の実証試験を行い、有識者に

よる技術検証等を経て、0.5mg/kgを確実に下

回る完了の基準値を確認しています。 

○ CDP洗浄法についても今後手順書にて完了

の基準を新たに 0.4mg/kgに設定し、これに従

って運用していくことになります。 

○ １枚目の１０行目「改め」と同１１行目

「削り」とは、２枚目、３枚目に該当する箇所

がないのではないか。 

○ ２枚目の改正前欄の「新規」は「追加」の

ほうがよい。１枚目の最終行の例と同様に。 

一般的な改正の方法として記載しています。 

 


